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わけ、川を渡る人々の表現に注目したい。本流上部に徒歩渡りを描いて、中段に綱を用いて貴顕の輿を渡す人足の様子 描写し、 下段に馬での渡河を配す 『分
間絵図』に対し、 『名勝志』は下段に肩を貸す人足を加えるほかは、これに倣っていると言えるだろう。　
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。内容を比較してみれば、 『玉鉾』 では別項にされている 「外の浜」
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以上をまとめると、宝暦期の名所絵本たる『東国名勝志』は、いずれも元禄年間刊行の日本地誌・東海道の道中絵図、
および寛文頃出版の連歌用語集に依拠して成立していることになる。 基本的に証歌・絵ともに 『玉鉾』 を主要典拠としつつ、足らざるを『万葉記』や『方角抄』で補うという傾向があ 。　
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いるわけである。具体的には、烏丸光広
（ 「石薬師」 ・ 「蟹が坂」 ・ 「石部」 ）
、沢庵



































































































































































以下、 この箇所では「蝋狐嶋」 ・ 「常盤嶋」が『名勝志』にも、 図様のみではあるが、 継承される。前者は『大日本地名辞書』
（　）17
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してしまっているの 対し、 『名勝志 は、松前の後方に、明記はしないものの、明らかに蝦夷地と思われる地続きの広大な土地を描き込んでいる。刊行日本図において、十七世紀後半から十八世紀にかけて、 〈夷狄〉＝〈蝦夷地〉と松前を陸続きに描くものと、松前を島と 表現す ものとが併存していたことが、米家志乃布氏によって明らかにされており
（11
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実在と 考え難い要素を、 『名勝志』 では全て取り払っている
（ 「常盤嶋」 にしても所付のみで解説はしない）
。特に着目すべきは、































































紹介された『古今武士形気』 。 『男色大鑑』の改題である。改題本出版の多い当時でも、特に多くを出した商売上手の定栄堂が、 西鶴の作を、 もとのままと改題本とを出した所、 その計画の奈辺を狙ってかは自ら明かであろう。
（中略）





























































































図 7: 貝原益軒原画『和州芳野山勝景図』（正徳 3〈1713〉刊）
（内閣文庫蔵本）









































図 7: 貝原益軒原画『和州芳野山勝景図』（正徳 3〈1713〉刊）
（内閣文庫蔵本）






















































































鉾』は宝暦期に至っ も後印本が商品価値を保ち、 『名勝志』のよ に他書の血肉となって 新たな姿を得る で生
（　）24
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図 9: 鳥飼酔雅著『大日本道中行程細見記大全』（多色刷折本一帖、寛政 7〈1795〉刊）
（内閣文庫蔵本）
図 10: 鍬形蕙斎画「日本名所の絵」（木版多色刷、近世後期刊、三井文庫蔵）、右は一部拡大
（『特別展 地図と風景 ―絵のような地図、地図のような絵―』〔神戸市立博物館、2000 年 3 月〕より転載）
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（『特別展 地図と風景 ―絵のような地図、地図のような絵―』〔神戸市立博物館、2000 年 3 月〕より転載）
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（ 『玉鉾』 ・ 『分



























































































a1_真島_16号.indd   27 2019/03/25   18:08

















	 『大坂本屋仲間記録』第十二巻（一九八八年三月） 。同資料には板株所有者として、 吉文字屋市兵衛・柏原屋清右衛門 ほか「柏与」 （柏原 与市か 与左 か） ・ 「塩平」 （塩屋平助か） ・ 「河太」 （河内屋太助か）の名が見える。
（６）













下幸男編『文庫及び書肆 』 、龍谷大学文学部日下研究室、二〇〇 年三月）など。
（９）
	
山本ゆかり「月岡雪鼎の版本製作」 （初出「月岡雪鼎と絵本――祐信模倣から画風の確立まで――」 〔 『江戸の絵本』 、 八木書店、
二〇一〇年〕 。そ 後、 同氏著 上方風俗画の研究――西川祐信・月岡雪鼎を中心に――』 〔藝華書院、 二〇一〇年四月〕に所収） 。先の引用も同じ。
（
（0）	 「東海道中膝栗毛の挿絵資料について」 （ 「書誌学月報」第三五号〔青裳堂書店 一九 八年三月〕 ） 内容については後述。
（
（（）	
北構保男 「宇木堂・森幸安作 『蝦夷之畧図』 考」 （倉谷一男編 「北海道 文化」 第
（（号

















































（（）	 『玉鉾』のほか、同時期の全国地誌『日本鹿子』 （磯貝舟也著、元禄四刊） ・ 『
日本
国花万葉記』 （菊本賀保著、元禄十年五月刊）









































































大日本地名辞書』第八巻（冨山房、一九八五年五月）のほか、野田寿雄「 「一目玉桙」と北海道」 （ 「武
（　）30
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蔵野文学」
（（〔










































書名は内題による。外題は「東海道名跡図会」 。 「開板御願書扣」第二十二冊（ 『大坂本屋仲間記録』第十七巻 によると寛政
七年八月許可。 「板木総目録株帳」 （寛政二改正） ・同（文化九改正）の双方（ 『大坂本屋仲間記録』第十二・十三巻）に、吉文字屋市兵衛ほかの所有が記録され 。
（
（（）	
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（（（）	
同時期の上方において、西鶴本ならずとも似たような書肆の戦略があったことは、万治二（一六五九）年刊の、世界の「万




















（0） ように、 影響に関しては既に八木敬一氏に指摘があり、 十返舎一九作 『東海道中膝栗毛』 （享和二 〈一八〇四〉
～文化十一〈一八一四〉刊）の前半（初編～五編）に『 勝志』の挿絵（賛 含む）が利用されている報告 ある。
（
（（）	
矢守一彦「鳥瞰図史考」 （同氏『古地図と風景』 〔筑摩書房、 一九八四年九月〕 、 初出は「鳥瞰図考」 〔京都大学地理学教室編『地
理の思想』 、地人書房、 九八二年二月〕 ） 。
（




基「 『扶桑名勝図』考――九大本を中心に――」 〔其編集部編〔兼発行〕 「文献探究」第
（（号、
一九九八 三月三十一日〕
） 。この追随作に、橘守国画の『摂津国有馬山勝景図』 （寛延二〈一七四九〉刊）があ 。
（
（（）	
小野忠重「名所図というもの」 （同氏編『名所遊覧』 〈日本の古地図⑧〉 〔講談社 七六 十二月〕 ） 。
（
（（）	
仲田勝之助『絵本の研究』 （美術出版社 一九五〇年五月） 。かく述べるのは、和漢故事説話の図説『画典通考』 （大岡晋斎著、
享保十二〈 七二七〉刊）巻二・三所載の、本邦の風景についてで、守 が手がけた絵本は、他にも同様の名所絵を多く含むだけでなく、それに影響を与えたとされる『和朝名勝画譜』 （漱石子画 享保十 刊）も同趣向と述べる。なお、 『画典通考』以外の三書とも大本。この時期の上方出版界には、既に細密でパノラミックな名所絵が準備されていたのである。
（　）32
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同人の 「江戸名所の絵」 （享和三 〈一八〇三〉 刊） をさほど下らぬ時期の刊行とされる （内田欽三 「鍬形蕙斎筆 「江戸一目図屏風」









さらに、 「日本名所の絵」の、西方の空に沈みゆく月について、ヘンリー・スミス氏は、やはり蕙斎の鳥瞰 「江戸名所の絵」で描かれる の出と対応するものと捉え、 「つまり蕙斎は、日本列島を昇 朝陽の目で見ていることになる。まさに日本
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その典拠たる『玉鉾』の改題本二種に加え、 図様の共通性が顕著な橘守国 本、 『本朝画苑』の改題本も『名物詩歌図会
00
』 （刊























にたへざる也。 」 と、 その刊行意図を述べているが、
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<ABSTRACT>
Illustrated Guide to Famous Sites Tōgoku Meishōshi and 
Geographical Description in the Genroku Period
MASHIMA Nozomu
Tōgoku Meishōshi (drawn by Tsukioka Settei, five volumes, authorʼs 
self-preface, no afterwards, and published in 1762), which is an illustrated 
book series and geographical description edited and published by an Ōsaka 
bookstore Kichimonjiya Ichibee, takes an important role in a history of 
geographical descriptions in the Early Modern Age, since it bridges the 
series “Guide to Famous Sites”, de facto monumental achievement of folklore 
topography in the Edo Period. However, it is clear that many of the pictures 
and descriptions depend on the geographical description, drawings and 
travel writing s of the Genroku Period. In this paper, we examined changes 
and development of the geographical descriptions in the Genroku Period 
focusing on relationships among Ihara Saikakuʼs Hitome Tamaboko, Ochikochi 
Dōinʼs Tōkaidō Bunkenezu, and Taniguchi Jūiʼs Azuma Kikō, which are the main 
reliance materials of that time. Further, through the analysis, we discussed 
one aspect of ordinary peopleʼs view against “Tōgoku” (literally eastern area 
in Japan) and mentioned that such a view aims to recognize unknown spaces 
rationally while they were still bounded by medieval sense of values. We 
conclude that Tōgoku Meishōshi is an extremely important work in the history 
of the geographical description of the Early Modern Period positioning in the 
development of the history of the bird's eye view-like figure of that time.
（　）35
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